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街るを寵
胆
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、

霊
長
潟
、
習
の
湾
問
主
銭
高
槻
喜
男
ゆ
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2
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間
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2
日
震
は
利
磯
町
役
滋
#
閥
的
ホ
1
ん
で
首
長
脅
絡
が
行
わ
れ
ま
ゆ
撃
。
ニ
れ
ま
で
の
滋
野
市
、
飯
際
世
叫
福
崎
/
、
、

町
主
義
市
山
成
功
会
う
け
て
、
晶
一
回
で
は
av制
む
な
地
場
犯
と
と
も
に
飼
隊
後
豊
か
に
、
総
出
問
鶴
男
を
欄
築
地
埴
つ
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生
濃
い
い
線
影
ー
す
る
会
場
づ
〈
り
が
滋
め
ら
れ
て
い
ま
9
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透
明
鰯
行
訪
問
叫
年
間
叫
念
事
構
の
一
織
と
し
て
、
器
用
で

初
日
オ
ー
プ
ン
〈
一
般
公
開
昔
話
臨
磁
器
師
捕
に
つ
づ
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噌
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奴
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罵
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し
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審
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娘
易
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賀

t
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霊

能
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縫

奪

還

雪

葉

子

市

長

会

議

家

主

帯

電

車

、

毒

初
詩
的
恥
官
級
は
我
孫
子
市
災
会
館
で
き
れ
ま
す
a

こ
の
建
同
は
す
ュ
ト
が
よ
蟻
き
れ
ま
す
q

今
回
は
間
関
際
色
殺
か
、
郷
土
色
も
燦

び
ら
か
れ
ま
す
。
{
設
問
朗
参
照
)
同
闘
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
が
党
議
し
、
こ
の
大
ホ
l
ん
で
の
多
機
な
行
事
告
か
な
等
同
開
気
的
会
場
で
、
鮮
問
問
問
男
を

正
午
か
ら
同
開
会
一
行
挙
が
行
わ
れ
、
勢
そ
れ
ぞ
れ
の
地
境
に
酬
明
(
つ
い
た
中
身
と
さ
ら
い
織
り
上
げ
る
も
的
と
し
て
、
大
地
域
と
金
括
的
な
か
に
生
か
す
交
械
が

知
山
鴎
治
体
的
銭
授
の
方
々
を
は
と
め
闘
な
フ
て
き
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ル
続
的
口
ピ
ー
で
の
郷
土
誌
7
L

一
市
発
に
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

詔
，
検
問
門
家
内
隠
係
殺
の
方
々
の
総
介
ニ
め
よ
う
に
、
ゆ
か
り
の
い
燃
か
ら
の
ア
的
問
開
催
が
あ
り
、
害
総
両
議
終
的
小
北
は
岩
手
線
浅
野
事
か
ら
街
は
沖
縄

と
あ
い
在
つ
で
は
じ
ま
り
ま
す
。
同
開
間
関
騨
河
内
取
り
組
み
的
報
告
の
後
、
・
中
学
生
が
製
作
し
た
「
隣
国
間
隔
沖
と
幾
半
向
崎
中
市
ま
で
‘
そ

t
て
外
相
幽
か
ら
の

つ
づ
い
て
総
念
講
談
と
し
て
、
布
佐
キ
療
は
国
際
的
な
時
間
野
か
ら
、
あ
る
い
わ
が
?
チ
わ
が
ム
ラ

L
rテ
オ
フ
ェ
ス
ガ
さ
ま
で
、
広
い
交
流
を
ご
期
待
く
だ

在
往
的
松
問
削
文
雄
氏
が
寸
問
視
父
間
関
揮
と
泣
地
球
的
ス
ケ
ー
ル
円
¥
榊
器
関
訴
が
テ
ィ
ベ
ル
が
一
持
紋
映
さ
れ
ま
ナ
稔
ま
さ
い
G

布
川
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を
諮
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ま
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。
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廿
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か
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と
し
て
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た
か
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ィ
ツ
認
卒
研
究
統
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川
愛
)
、
ロ
M

本
州
聞
は
、

2
日
g
師
会
開
嚇
は
、
鈴
掛
川
川
川
を
越
え
附
同
国
関
携
を
竣
伐
に
織
換
し
、
そ
れ

ま
た
今
後
い
い
生
か
そ
づ
と
し
て
い
る
か
司
金
後
も
ふ
く
め
て
餓
鋭
利
子
L
L徐
大
て
総
殺
防
災
場
に
務
η
ま
す
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ぞ
れ
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チ
づ
く
り
や
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ラ
お
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?
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山
町
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地
域
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緩
か
な
警
と
し
ゼ
発
表
学
名
誉
教
綬
、
そ
れ
に
得
議
一
早
速
く
各
地
か
ら
来
ら
れ
た
方
々
に
紛
い
か
に
相
率
性
愛
か
は
し
て
い
く
か
が
、

地
各
部
制
究
所
税
関
抗
、
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〈
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時
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本
来
日
桂
鴇
開
制
闘
力
申
か
り
の
地
一
括
的
組
合
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桁
A
K
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淡
淡
さ
れ
る
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り
ま
す
。
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授
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ま
す
E
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ポ
な
が
ら
、
殺
孫
子
滋
潟
の
博
物
輸
聞
か
ら
そ
し
て
、
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発
な
討
論
の
あ
と
、
次

ジ
ウ
ム
は
に
約
機
設
で
術
学
的
削
に
寄
せ
布
佐
と
布
川
へ
、
そ
し
て
会
織
の
利
権
問
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間
開
催
地
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筋
5
同
開
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場
的
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治
体
が
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燦
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告
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出
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館
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割
男
ゆ
か
り
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ソ
ト
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め
，
「
外
附
闘
か
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り
み
た
蜘
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部
堅
男
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告
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際
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柏
崎
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ら
め
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を
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ま
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を
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ま
え
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岡
授
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余
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滅
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か
。
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催
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う
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紛
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崎
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ま
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約
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1

ふ
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き
と
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基

鍛
を
つ
く
る
お
発
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年
い
と
与
え
、
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然
念
館
で
行
3
松
山
念
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を
中
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と
し
て
、
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彩
な
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事
告
隊
催
し
ま
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史
的
惨
事
ま
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岡
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様
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が
り
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・
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災
会
鯵
ほ
か
〉
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民
コ
ン
サ

i
f
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6
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凶
段
小
町
中
学
生
と
玄
ぷ

吹
島
常
楽
践
の
ジ
設
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

F
O
月
刊
付

制
抗
日
お
ひ
こ
「
第
九
」
リ
猟
奏
会
(
+
期
間
民
会
鎗
)

。
位
同
念
た
ぱ
ニ
の
拍
再
発
、
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毛
月
中
ね
町

内V
総
A
V
M
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が
患
の
器
禁
冗

i
6開
月
中
勾

同

vm間
川
率
四
時
怠
式
終
・

'
e
7
R
l
門
口
(
市
日
叫
ん
消
的
時
」

勺
宮
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
。

7
汚
l
n口
〈
割
判
波
川
遂
品
別

公
関
側
〉

。
キ
ス
ナ
ム
明
間
「
本
L

ポ
ス
h
ア

i
渓
i
7月
滋

1
初

日
(
市
民
民
令
帥
時
}

。
宇
都
問
お
花
火
大
会
:
，

S
月

4
門
口
(
予
ん
松
川
V

勺
市
内
緩
衝
駅
伝
大
会
・

eeHU月
山
ω
門口

。
郷
土
芸
協
田
繁
;
江
口
月
肘
初
日
(
市
民
会
館
」

m
V
開
時
骨
時
総
幽
明
(
公
開
問
、
公
共
総
泌
総
、
学
校
等
に
回
世
絞
)

※
そ
的
ほ
か
予
民
氾
ふ
れ
あ
い
剣
勝
的
作
成
‘
姉

妹
続
車
後
同
時
卒
業
、
我
同
知
子
級
品
H
特
繰
跡
地
利
用
調

k

賞
、
点
滅
的
品
務
機
事
業
、
小
合
小
生
か
ら
の
作
丈

と
絵
爾
の
移
譲
な
ど
を
知
関
川
か
や
山
記
念
事
淡
と
し
て
一
行

っ
て
い

S
ま?。
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(2) ... 惨

い妻鹿780きま

市
川
川
、
事
業
主
と
滋
隣
住
災
ま
た
は

太
抽
湖
底
頭
酎
結
球
機
象
的
油
開
刊
に
伴
っ
て

端
情
両
刊
の
あ
る
翁
事
脅
か
ら
紛
争
の
務
被

の
邸
し
山
田
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
紛
争

を
鯵
決
す
る
た
め
、
あ
っ
せ
ん
を
行
い

ま
す
。
十
階
的
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
も
紛

争
的
終
決
の
問
見
込
み
が
な
い
と
制
判
断
さ

れ
た
時
は
、
ニ
の
込
っ
せ
ん
を
打
ち
切

nv、
怒
陪
に
携
行
す
る
主
主
君
奪
三

ぷ
的
自
制
度
で
は
、
輸
措
柑
掃
や
機
発
行
為

等
を
し
よ
う
と
す
る
事
裁
主
に
対
し
て

次
の
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

ω工
事
を
時
期
ず
ふ
す
る
田
周
辺
の
ゑ
活
環
壌

に
及
ぼ
す
影
響
を
十
分
彩
感
L
、
糸
川
町

市
が
師
柑
串
間
勝
決
の
た
め
の
糊
樹
博
を
行

う
に
は
、
公
正
か
つ
公
明
?
な
判
断
が
必

割
前
と
な
ワ
ま
ず
の
そ
こ
で
、
法
律
、
建

築
ま
た
は
縦
波
等
の
分
野
に
つ
い
て
後

れ
た
知
滋
や
経
験
を
待
つ
方
で
総
決
さ

れ
た
「
紛
争
斜
絞
挙
民
会
L

を
通
蜜
錨
晴
樹

民
会
同
M
.

術
的
諮
問
に
俗
ヒ
て
必
裂
な

輔
副
議
や
審
議
在
行
い
、
紛
争
鱗
淡
の
た

め
の
す
尚
昆
を
浅
べ
ま
す
e

な
お
、
細
時
前
宮
殺
到
A

常
的
婆
E
H
は
次
の

6
汚
1
日
〈
ふ
車
)
か
ら
日
門
幻
〈
悶
吋
〉
ま

で
に
行
わ
れ
る
計
致
問
抑
的
後
間
期
比
慌
殺

に
党
内
札
ち
、

5
同
月
中
に
事
前
端
例
経
を

行
い
、
申
浦
制
緩
を
混
合
刊
し
事
す
。
計

四
茸
碑
耐
を
絞
り
引
き
や
絞
明
に
使
間
捕
し

て
い
る
縄
問
弱
、
工
場
、
出
相
際
、
学
校

な
ど
を
対
象
に
潟
奈
践
が
間
関
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
綴
い
し
ま
す
φ

wv
問
問
い
合
わ
せ
市
民
投
綴
滋
消
費

生
活
係

5
名
で
、
川
税
制
湘
は
2
布
?
で
ナ
。

@
下
関
お
縫
氏
(
井
滋
士
)

@
林
信
彦
氏
〈
弁
緩
土
ザ

。
問
中
畿
絞
殺
(
人
総
擁
護
否
問
一

ae
後
勝
茂
氏
(
行
政
経
験
毅
)

@
官
向
協
同
博
氏
(
工
学
博
中
品
)

こ
の
制
緩
の
対
象
主
主
る
紛
争
は
、

脂
血
滅
後
以
L
ム
内
総
築
・
開
発
行
為
で
、

日
照
の
機
袋
、
電
波
総
務
、
工
事
に
凶
作

う
織
す
な
ど
の
ゑ
綴
潔
境
に
つ
い
て
制
的

ニ
る
近
隣
住
総
と
事
業
主
と
の
紛
争
や

土
鳩
成
山
閥
抗
鷺
糊
也
事
業
内
絡
む
に
伸
、
つ
ゆ
慨

副
判
間
関
係
に
よ
っ
て
総
こ
る
輯
争
で
す
。

本

閣
制
鴎
倫
明
同
国
語
怠
縄
問
研

G
R同
日
自
は
錦
之
へ
の
議
解
と
怨
議

を
押
体
的
、
ふ
る
さ
と
窓
畿
を
溜
め
る
た

め
の
銀
出
向
的
自
で
す
。
こ
の
自
在
記
念

し
て
東
葛
地
域
で
も
下
記
内
政
経
で
き

ま
ざ
ま
な
行
学
空
行
い
ま
す
a

ご
裁
松
桝

で
、
持
友
達
同
問
お
で
ふ
る
さ
と
令
制
見
獲

し
悲
し
い
ザ
と
と
き
を
盟
問
ぶ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

。
申
し
込
み
方
法

*
フ
ァ
ミ
リ
ー
，
コ
ン
サ

t
b

5n剖
日
(
丹
、
N

知
曲
潮
干
渉
で
に
総
後

れ
が
キ
に
申
込
税
金
員

(
1
枚
で
4
各

ま
で
)
的
総
統
、
氏
名
、
年
齢
、
協
綴

番
号
毛
コ
ン
サ
ー
ト
漁
獲
と
鴎
制
仙
の
つ

止
中
し
込
み
を
。
(
先
議
2
0
0
0
名
)

*
フ
ァ
ミ
リ
2
・バ
λ
ツ
ア
I

van担
自
(
木
、
必
箸
)
ま
で
に
往
復

ハ
f
キ
む
申
込
轡
金
頁
町
役
所
、
氏
名
、

年
齢
‘
後
緩
番
号
、
パ
ス
ツ
ア
i
コ

ー
ス
@
ま
た
は
ヲ
え
窃
務
綴
と
明
記

日
本
間
関
鐙
法
が
ぬ
行
事
れ
て
'
中
部
こ
で
A
V
附
附
は
「
世
間
齢
化
社
会
と
ま
ち
づ

で
日
明
特
に
な
り
φ

ゆ
か
し
た
。
協
郡
山
防
的
平
く
り
ん
を
テ
i
?
に
2
担
闘
機
成
で
‘
皆

粕
・
恭
本
的
人
権
-
間
関
紙
山
中
主
権
的
滅
容
ん
と
一
体
的
に
憲
法
に
つ
い
て
考
え
ま

神
を
域
地
に
お
け
る
身
近
な
〈
ら
し
す
α

町
中
に
ど
う
ゑ
か
し
て
い
く
か
を
考
鱗
1
綴
で
は
ぷ
ポ
ム
品
人
約
一
線
¥

え
る
湾
総
縫
畑
地
内
場
と
し
て
、
部
部
崎
あ
な
た
の
寸
劇
品
い
L

を
だ
れ
が
み
る
恥
簿

憲
法
吾
考
え
る

甫
民
の
繋
い

と
ま
ち
ワ
く
り
L

浅
川
村
一
い
ま
す
り
向
私

た
ち
が
歪
抵
の
な
い
老
後
を
滋
る
こ

2
が
で
お
ふ
寸
我
孫
チ
」
を
つ
く
る
た

め
に
、
一
行
政
L
C
W
私
た
ち
が
何
脅
し
た

ら
良
い
の
か
を
繰
り
ま
す
q

事
加
さ

れ
た
ガ
も
ご
発
言
く
だ
事
い
。

V
筒臨時

5
m月
3
白
~
祝
)
午
後
i
時

V
会
議
官
削
附
代
金
銭
大
AV織
笠

V
参
加
後

3
0
0
m門

。
務
1
制
部
〈
議
淡
J

テ
!
?
ぷ
品
人
奇
棄
て
る
な
弘
講
師
同

テ
1
7
・

宮

両

齢

化

社

会

と

ま

ち

づ

〈

ワ

議

…

夫

氏

(

昔

話

霊

童

)

日
穏
・

5
R
S臼
(

祝

〉

市

民

会

滋

。

第

2
部
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
v

一7
1
7

「
高
齢
化
校
合
と
ま
ち
づ

S
河内
O

円
切
に
叶
綴
後
令
主
d

え
る
市
問
問
的
説
税
務
そ
あ
り
毛
浴
後
「
A
E
D
R
A
い
で
く
り
い

的
緩
い
」
を
両
州
事
、
今
半
で
日
間
出
自
説
本
や
北
欧
的
骨
肉
齢
者
綴
絞
め
液
状
認
@
パ
ネ
ル
掛
嶋
一
部
(
市
開
民
会
総
然
2
・

を
識
を
え
ま
寸
ロ

A
N
と
燃
側
胤
縫
起
を
続
け
て
い
る
大
娘
一

3
会
祭
出
品
)

時
年
9
月
い
い
市
が
い
打
っ
た
市
mm州
市
晶
夫
氏
的
議
液
λ

平
行
い
ま
L

ずロ

V
問
い
合
わ
せ
慾
法
を
考
え
る
市

滋
潟
査
で
は
、

8
創
出
以
上
が
港
後
に
第
2
割
削
で
は
、
第
1
絞
め
滋
績
を
受
終
的
集
い
災
時
日
婆
員
会
挙
務
計
局

歪
討
が
あ
る

ε管
一
え
て
い
ま
す
持
そ
付
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
寸
高
齢
化
社
会
雪
崩
)
1
1
1
1
〈
内
線
5
1
9
〉

寸
駅
前
や
航
削
減
で
ア
ン
ケ
ー
ト
キ
ネ
必
要
な
附
鍔
℃
契
約
す
る
時
は
次
ぬ
よ

め
る
ふ
り
を
し
て
汲
づ
き
、
耐
刊
か
生
党
と
に
総
窓
し
ま
し
ょ
う
叱

り
つ
け
る
ヘ
叶
あ
な
た
が
幾
ば
れ
ま
し
の
契
約
す
る
時
の
浅
撃
事
情
明

た
な
ど
と
燃
滋
や
手
紙
で
呼
び
出
山
幸
札
、
的
説
明
μ
科
書
を
よ
く
緩
む

掠
行
会
財
閥
縫
や
骨
内
会
総
数
材
な
ど
官
制
額
令
本
当
に
必
換
な
も
の
か
検
討
す
る

な
蹴
間
品
を
契
約
さ
せ
ら
れ
る
ヘ
可
将
来
③
妥
滋
な
掘
削
絡
で
あ
る
か
内
容
を
よ

必
ず
綴
・
十
ふ
り
す
る
な
ど
と
い
っ
て
、
時
〈
検
討
す
る

と
ん
ど
緬
拍
憎
め
な
い
原
野
、
山
林
を
法
的

W
7八
で
決
め
ず
に
繁
般
に
も
相
談

外
な
銭
殺
T
絡
り
つ
け
る
い
、
「
各
議
問
械
を
す
る

に
捕
問
火
爆
の
設
朗
自
が
後
務
づ
け
ら
れ
ま
後
然
約
辻
、
す
ぞ
に
サ
イ
ン
や
押
印

し
た
と
治
総
裁
の
日
明
良
を
淡
い
消
火
器
を
し
な
い

を
売
ワ
つ
け
る
い
な
Y
M
事
ま
ぎ
ま
な
方
以
と
の
注
官
官
学
議
そ
守
っ
た
う
止
で

法
や
¥
悪
質
業
教
は
滋
賀
毅
を
ね
ら
っ
相
間
約
を
し
て
も
、
を
お
疑
問
附
や
泌
い
が

て

い

ま

す

。

生

じ

た

時

、

お

ぼ

え

て

お

く

と

良

い

の

知
ら
な
い
人
か
ら
時
び
と
め
ら
札
た
が
ク
i
リ
ン
グ
・
劣
?
判
明
度
で
す
。

り
、
復
活
や
税
制
附
さ
れ
た
時
、
必
削
宮
町
内
タ
I
リ
ン
グ
・
オ
フ
脚
制
度
〉

を
い
用
体
で
あ
れ
ば
‘
#
然
と
し
た
鱗
訪
泌
総
交
で
級
品
喪
服
楠
入
し
た
時
、

震
で
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
剖
間
約
し
た

g
b努
め
て
8
日
以
内
で
あ

割

問

副

行

付

則

在

、

雲

寺

解

約

ま

る

震

を

則

「

ク

i

リ

ン

グ

オ

ブ

し

と

い

い

ま

す

冊

目

ク

i

リ

ン

グ

・

々

フ

の

す

綴

を

州

相

手

に

刊

紙

え

る

に

は

径

認

で

は

な

く

、

内

務

削

証

明

郵

便

で

行

い

ま

し

ょ

う

。

は

う

ま

す

ぎ

る

織

に

は

必

ず

滋

し

大

が

あ
る
ニ
b
k佐
野
に
銘
じ
‘
議
質
商
法
の

畿
勢
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
八
万
波
殺
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
寸
惑
時
蹴
隊
法
的
後
惑

に
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
怒

っ
た
と
き
は
、
単
自
に
市
役
脳
間
前
度
生

漆
課
ま
た
は
韓
議
子
響
曲
隅
晒
需
品
同
窓
際
世

(mM)
号
1
1
0
へ
引
い
制
相
談
く
だ
幸
い
a
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の
う
え
申
し
込
み
を
。
一
市
川
知
関
3
0
0

名
、
申
込
多
数
的
場
合
は
繍
遂
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
一
…
T
2
7

1
松
戸
市
小
機
本
7
毒
機
篠
宮
県
世
間
鴎

支
障
り
総
務
総
企
額
係
慨
0
4
7
3
〈悦〉

2
1
1
1
内
繍
1
0
7
へ

d

『
県
震
の
創
業
務
鈍
鴇
端
的
行
事

M
M
M
M
1
1
1
l附

白
…
子
操
か
ら
大
人
ま
ぞ
綴
広
い
年
齢
濯
が
楽
し
め
る

一
一
十
一
フ
ァ
E
q
i
e同
行
コ
ン
サ

i
ト

こ
ニ
え
1

1

r

…

品

按

日

グ

i

ク

・

ダ

ソ

ク

ス

脈
拍
峠
の
M
M
凶
吋
慾
刷
用
市
議
品
夜
、
、
市
内
L
怠
け
る
師
陣
媛
、
機
発
行
為
等
及
び
土

飽
区
額
務
総
饗
畿
の
緩
行
に
地
時
る
紛
議
ゐ
V
T
世
間
と
欄
制
緩
に
興
す
る
然

mLガ

綴
窓
揺
れ
、

4
回
同
守
臼
か
ら
撃
滅
簿
の
紛
争
の
予
防
・
網
怒
紛
獲
が
ス
タ
i

ト
し
ま
し
た
!
こ
の
期
療
は
、
獲
物
の
緩
蹴
府
、
土
地
の
蹴
明
発
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
絡
役
榔
閣
総
と
周
波
校
総
と
の
間
総
治
こ
り
が
お
お
紛
争
や
即
時
綴
鐙
翠
審
議

円
九
臨
時
う
紛
墾
夜
来
品
加
に
?
?
践
し
、
的
官
事
券
発
生
し
だ
場
合
は
は
、
務
ガ
問
問
同
恥

入
っ
て
可
あ
つ
ぜ
ん
‘
総
修
二
管
行
い
、
月
曜
屑
h
L
醐
解
決
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
ぷ
蚤
は
、
こ
の
鮒
疫
の
内
務
を
紹
介
し
務
管
。
{
総
領
広
磁
嗣
郎
〉

建
物
的
総
務
、
土
滅
的
鈎
発
な
Y
%
を
当
市
は
、
首
都
欄
出
校
総
総
術
で
あ
る
た

め
ぐ
っ
て
、
日
間
照
的
削
槻
窓
口
や
電
機
縁
響
、
め
永
純
価
総
が
ふ
第
…
し
、
土
凶
端
的
有
効

広
務
め
騒
音
な
ど
の
環
境
懇
化
を
恐
れ
狗
聞
用
を
腐
る
k
い
う
お
一
か
ら
中
京
緩
稔

る
由
同
辺
然
災
と
事
裁
を
総
ヰ
り
す
る
事
縫
築
物
的
絞
殺
が
多
〈
仇
す
り
、
今
後
も
闘
柑
な
泌
総
関
係
を
機
わ
を
い
本
?
に
す
る
u

鋭
化
防
を
し
ま
す
e

こ
れ
を
翁
勝
者
が
受

占
五
輪
叩
と
の
閑
に
紛
や
が
却
起
こ
る
と
い
う

mM総
ぬ
院
と
事
懇
涯
と
町
一
間
に
紛
争
が
怒
川
山
地
域
総
同
問
に
対
し
て
、
工
事
市
内
容
を
滋
し
た
時
、
準
は
紛
争
的
潟
停
を
行
い

事
例
は
‘
余
脳
的
に
も
発
ル
ー
な
し
て
い
る
こ
る
再
検
後
が
あ

η
ま
す
。
知
ら
持
切
る
た
め
計
一
蹴
数
叫
地
内
の
燃
や
す
ま
す
。

も
の
で
、
市
内
で
も
ニ
ニ
数
年
い
〈
つ
市
ぞ
位
、
こ
う
い
フ
た
紛
争
的
来
然
い
機
婦
に
穣
談
合
設
置
す
る
*

か
の
際
問
屈
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
駒
止
町
た
め
に
事
業
主
専
へ
の
鐙
場
を

ω鹿
波
紋
副
院
の
申
し
山
闘
が
あ
れ
ば
‘
ぷ

行
、
っ
と
止
も
に
、
紛
帯
が
起
こ
っ
た
場
事
肉
祭
に
つ
い
て
の
総
明
会
費
爽
絡
す

合
に
は
、
市
が
隣
位
入
っ
て
、
で
き
る
る
旬

だ
け
速
や
か
に
紛
争
を
終
決
ど
、
良
好

な
地
域
機
境
を
隷
蛸
付
す
る
た
め
‘

4
月

l
m
n
か
ら
毅
築
惨
め
紛
争
的
予
防
・
議

終
日
間
肢
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

食
と
縁
の
時
覧
会
i

ち
ま

6

ト

-

宮

山

一

制

謹

忠

醐

郡

齢

戸

輔

醜

叫

ん

間

関
車

f
べ
〉
ト
-s"

と
害
時
打
月
見

i

h

v

r

剛

健

田

淵

a
a
v
網

a
m
a
g

捕
時

4同
1

H
H
月
訪
日
か
ら
M
M
向
月
日
開
時
ま
で
、

V
イ
ベ
ン
ト
内
容
会
議
、
総
体
、
学

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
驚
訟
で
③
除
務
産
農
林
水
蜘
脱
線
等
民
裁
判
闘

幕
張
メ
ツ
セ
で
行
わ
れ
る
「
会
と
総
校
、
サ

l
ク
凡
、
綴
人
を
問
問
わ
ず
、
篠
田
町
終
林
綴
農
政
談
内
寸
交
と
絞
め
博
覧
の
う
ち
、

2
級
協
以
上
を
品
民
総
と
し

の
博
覧
会
!
ち
ば
悌
」
内
議
行
佐
官
災
同
院
内
皆
さ
ん
が
ぬ
閥
、
一
主
的
に
金
測
し
、
連
余
l
ち
ぱ
山
仰
い
蜘
先
行
委
説
丹
念
事
務
局
総
て
将
殿
し
て
い
る
こ
と

舎
で
は
‘
脇
田
町
参
加
の
漁
栄
イ
ベ
ン
食
す
る
明
る
く
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
事
制
相
殺
措
0
4
7
2
{
悶〉
3
9
8
5
へ
。
係
部
品
開
、
笠
副
代
同
同
体
、
領
入
、

ト
め
募
集
と
ち
ば
め
味
祝
祭
料
酬
明
3

湾
総
会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
申
込
潟
紙
、
説
明
海
等
を
滋
叫
刊
し
ま
す
即
応
募
点
数
は
紛
い
ま
せ
ん
が
、
申
請

伝
説
れ
は
日
認
可
山
花
巧
説
視
襲
撃
初
動
お
は
れ

MUγ
夜
勤
務

j
r
斗
ご
品
川
崎
川
町
鈴
ぷ
柄
、
一
ペ
バ
得
い
け

V
綾
山
富
象
被
安
交
通
費
‘
制
組
担
入
‘

V
応
募
援
し
建
命
田
昭
内
外
ゑ
関
わ
ず
、

V
申
込
町
期
間
蹴

6
汚
却
日
〈
ふ
と
ま
で

自
主
イ
タ
誇
a

f

t

一
ニ

a

F

V

G

ー
そ
の
他
公
楠
酬
に
泌
す
る
緩
縄
開
は
参
加
毅
伝
持
病
を
も
と
に
創
設
や
不
炎
に
富
ん
だ

V
申
し
込
品

-mい
骨
わ
せ
申
繍

食
と
眺
酬
の
博
覧
会
問
附
催
期
間
同
中
、
の
aH相
関
③
会
場
へ
め
入
場
料
、
総
縫
い
る
m偶

然

料

理

問

m
紙
に
必
要
挙
制
明
を
記
入
の
フ
止
、

務
総
メ
y
セ
の
継
し
会
場
で
、
醐
昨
日
向
の
安
欄
官
、
問
時
明
擦
の
使
同
地
料
は
無
料
③
夜
祭
料
緩
め
範
開
聞
は
、
人
生
町
滋
宇
2
7
1絞
一
戸
市
小
線
本
7
接
地

め
管
き
ん
に
日
療
の
叫
拍
動
的
成
果
を

V
注
意
事
淑
料
金
約
徴
収
、
そ
の
鍛
渇
儀
礼
や
総
統
約
な
終
り
は
も
と
よ
り
、
努
東
灘
鯨
支
庁
臨
臓
器
購
総
宮
0
4
7
3

被
殺
し
て
い
た
だ
く
出
回
主
イ
ベ
ン
ト
不
議
議
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
数
本
=
鋭
機
、
知
人
等
が
各
種
的
知
怖
い
獲
で
輩
〈
悩
)
2
1
1
1
へ

合

第

集

し

ま

す

。

削

制

限

す

る

場

合

が

あ

り

ま

す

，

し

〈

食

べ

る

料

澄

も

含

む

擢

申

論

議

総

は

関

議

に

縦

波

車
葛
ふ
る
さ
と
一
ふ
る
さ
と
議
命
的
紹
介
、
背
水
等
的
量
一
軒
挺
省
、
パ
ザ
i
，

フ
ェ
ア
…
篠
先
物
縁
関
探
努

フ
，、ァ
スミ
ツリ
ア!

塁塁Z草
霊譲歩

一一学会す
スス撃
(g) ())に
サー専 務
ヴ謀議サ 稔
ポ立樺ソ 的
口容や浜 J終 戦
ど央公 tJ
i博関ピ 5 
ル特 I I 
子銭高ル 。
葉 1の予選
工纂博韓 に
機臨韓工 選
手三海館第 If 
~j昆 :;;:1 亀
岡'"切れ

き幾重 通
3主主

6J守J58(金}

事耳集会~夕方欝数

臥
持
い

山

山

山

叩

勝
一
・
多
加
祭
料

尚
一
'
畳
露
は
各
自
日
用
意

竺
雇
主
方
法
務
開
♂

ヌ
…
ト

…



祭780~苦

1't-: 
鶴
鱒
セ
ン
習
ー
で

こ
の
叫
抑
制
朋
の
赤
ち
ゃ
ん
を
少
む
に
事
ち

ゃ
ん
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
争
薬
密

よ
く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
時
事
ん
の

働
集
か
け
に
よ
っ
て
溝
、
ゃ
ん
の
成
長

を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま

?e
明
。
お
い
で
〈
行
普
い
号

V
欄
畿
内
容
身
体
許
制
側
、
赤
ち
ゃ
ん

体
議
、
栄
樹
鷺
惜
制
紬
州
、
品
開
説
特
担
相
談
‘
係
機

嬬
聞
の
柑
相
続
な
ど

減
乳
児
縫
診
は
母
子
帥
融
機
事
緩
め
無
料

品骨〈
3
3
8
か同月問問、
9
3
口
か
月
隙
〉

を
利
岡

m
t即
時
療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
a

d

唱
糊
阿
閥
均
相
続
門
口
線

国
湖
北
品
悶
ー
の
川
は
の
日
間

〈
掛
端
泳
駅
南
口
後
渉

2
分
)

俗
的
制

;
i
1
1
3
i

悶閣間一れはいが
J
A
i
l九
九
1

ニ
れ
ず
b
試
練
・
時
輔
明
記
な
る
労
ヘ
マ
チ
針
を
悼
対
審
し
て
く
だ
さ
い
。

子
供
ゃ
い
ゑ
み
帯
持
て
る
こ
と
が
、
ど
ん

4
m間
続
響
曲
眠

8
穂

な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
、
工
夫
品
開
で

噂
之
て
み
ま
せ
λ
か
。
ぜ
ひ
、
ご
炎
時
期

で
事
加
し
て
く
だ
き
い
e

wv
釘
時

5
汚
拍
沼
{
ゃ
ん
)
午
始
前
9
時
四

分
か
ら
日
時
開
分
ま
で
(
受
け
付
け
は

当
日
会
務
で
午
前
9
時
日
分
か
ら
)

V
内
戦
*
出
ミ
リ
職
明
暗
「
品
ゆ
と
子
町

磐
ず
な
し
*
赤
ち
ゃ
ん
の
お
及
協
の
入

れ
方
(
災
被
〉
ネ
畿
に
な
る
と
い
う
こ

止
は
(
幾
」
*
そ
的
修
制
制
緩

V
時
間
関
午
前
9
持
油
分
か
ら
日
u
持
泊

分
ま
で
(
世
間
3
際
的
み
午
悼
碑
1
時
か
ら

3
時
ま
で
〉

蝉
マ
蝋
仲
谷
母
子
崎
間
し
脚
開
学
総
お
よ
が
筆
記

間
用
兵
は
毎
凶
柏
村
品
情
。
第
Z
図
混
同
同
パ
ス

(3) 1き90.5. 1 

中
郡
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
、
4
か
月
に
一
な

る
と
査
情
も
糊
織
か
に
な
り
よ
く
築
う
よ

う
に
を
り
ま
令
。
加
持
抽
世
セ
ン
タ
i
マ
は
、

V
対
象
一
平
成
2
年
1
m片
山
川
終
に
朱
ま

れ
も
一
度
も
B
C
G
機
雌
慨
を
受
け
て
い

な
い
乳
幼
泡
〈
対
象
月
齢
児
に
は
滋
知

が
い
き
ま
す
)

V
時
間
午
後
1
時間
ω
分
か
ら
2
時
随

分V
持
品
世
時
子
凶
地
表
手
緩

d

司
ツ
…
絞
お
よ
び
削
制
緩
録
。
G
日
程

V
対
象
平
成
…
泳
部
口
月
以
前
に
生
ま
斗
l
l
(
j
j
j
u
h
寸
け
バ
ペ
1
1
1
1
J

亨
ベ
ル
ク
リ
ン
円
以
蕗
暫
定

8
C
G

一

れ
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
度
叩
憎
ま
せ
て
い

τ

J十
十
リ
ア
ド
ハ
い
れ
い
い

L

な
い
乳
幼
兇

(
1
日開阿闘と
2
溺

窓

の

間

同

一

一

一

一
S
耳
目
日
{
火
ご

S
耳
目
臼
{
本
ご

総
は
6
退
問
問
以
上
あ
け
る
こ
と
)
。
対
象
一

1
2
!
?
ご一

1
1
J
1
1
て

f
…

児

に

は

滋

知

し

ま

す

固

一

l
l
l
i
i
i卜
i
i
i
i
l
l
L

V
飼
持

5
月
初
防
〈
水
〉
、
泊
目
(
大
)
揮
発
熱
な
ど
心
総
な
と
き
は
、
主
治
阪

午
後
1
時
日
A
7
1
2
時
泊
分
に
抑
制
緩
丹
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
持

季

る

も

の

李

総

緩

や

鋭

、

ヨ

料

開

戦

闘

霞

顧

問

顎

一

隅
附
議

?ι

川

崎

閣

議

週

間

以

謀
ド
荊
、
臨
時
刺
繍
そ
の
俄
心
震
な
主
導
は
、
ー
続
中
的
酬
明
位
、
自
由
に
ま
人
事
晶

表
ム
旧
総

ι州
問
談
的
後
お
い
で
く
だ
き
い
。
を
し
、
か
た
こ
と
が
絡
サ
、
一
自
立
、
む
も

寝 2 お

講き t兄

主持い長ピ
コ L マソ

令襲t

き雪こ
zz 

『韮3

轄

の議官夫?と
W <fE￥<!;日

?晶好が
議欝か
A芝き
もき fu 

逆
品
別
に
糊
閣
総
し
た
も
の
は

-mら
か
の
診
娘
一
ぞ
受
付
、
早
棚
摘
出
問
機
ル
献
金
絞
り
入

場

事

長

外

す

る

こ

と

に

な

り

手

白

れ

る

こ

と

が

表

。

芝

、

皇

で

の

樽

薄
核
的
輔
鴨
蝋
慨
は
大
き
く
4
つ
に
分
け
銭
円
保
存
的
療
法
は
、
急
性
議
牧
に
対

縛
い
桜
は
、
蜜
開
鐙
門
部
記
み
ら
れ
ら
れ
ま
す
“
#
幸
、
最
も
戦
い
畿
一
能
持
し
て
は
、
お
皮
を
き
れ
い
じ
し
、
町
祉
問

る
静
滅
的
こ
よ
(
務
総
附
加
}
で
、
そ
の
の
山
尚
血
品
目
み
で
、
絞
内
外
じ
脱
出
し
な
在
滋
的
、
静
か
に
跡
慨
に
な
る
こ
と
で
す
鳴
保
存
療
法
に
よ
り
3
1
4
a
た
ち
ま

程
度
も
い
ろ
い
み
で
す
e

静
総
嶋
中
は
い
も
の
を
縁
付
波
、
脱
出
山
は
し
ま
ナ
が
、
時
閣
総
や
入
柑
械
は
火
変
叫
制
限
病
的
で
す
。
返
す
と
徐
々
に
緩
状
が
お
ち
つ
容
ま
す
。

う
っ
鳳
に
よ
り
伸
展
L
.
相
時
総
耐
閣
は
誹
僚
が
す
む
と
一
一
元
へ
凝
る
も
の
や
感
A

一
年
前
官
及
し
て
来
た
ウ

F
Vぷ
レ
ァ
ト
ト
殺
後
に
経
緩
と
縛
仲
間
に
つ
い
て
は
、

大

寺

〈

な

り

ま

す

が

、

直

絞

め

語

れ

深

い

間

開

娠

が

品

り

、

特

に

妊

照

明

後

事

が

笈

舎

に

な

る

と

、

品

開

販

の

鐙

は

絞

眼

E
隆
恒
1

際

'

島

邑

寄

矧

で

は

‘

時

総

は

場

面

協

L
ま
十
九
犠

繍
し
制
緩
空
襲
し
手
。
後

4

L

圃
晶
輔
絹
M
輔

醐

嘩

瞳

窟

伊

緩

や

略

擦

の

あ

る

場

合

は

、

便

秘

に

附

刑

問

中

に

.

向

渓

品

的

役

質

的

方

て

禅

教

が

は

れ

級

機

)

て

、

痛

み

隣

同

陶

噛

1

B

M

M

R

H

M

R

を
つ
け
、
同
博
一
時
的
擦
法
走
行
い
ま

や

赤

十

字

詰

宮

内

方

芸

名

に

一

嘉

〉

ま

た

す

嚢

護

が

お

aa司
4
噌
昌
司

i
l醐

2司
ー

す

。

山

部

義

的

投

潟

、

胸

艦

隊

も

均

等

お
開
門
い
g
v
ま

す

の

で

、

ご

協

カ

を

お

こ

ザ

て

も

血

管

内

塗

の

液

化

が

一

時

逆

的

療

法

で

お

ち

つ

く

の

で

手

術

な

ど

耐

明

い

し

ま

す

。

一

校

{

も

と

に

も

ど

れ

る

状

態

}

の

機

液

1

識
で
押
し
こ
ま
守
い
と
一
正
に
凝
ら
イ
レ
の
使
用
も
効
製
品
別
で
と
て
も
役
に
は
行
い
ま
せ
ん
幼
時
核
的
中
粧
品
帆
は
、

wv
問
い
合
わ
せ
浮
争
議
一
舎
は
、
保
谷
的
な
治
擦
方
法
が
胤
開
先
な
い
も
め
を
繍
概
況
度
、
い
つ
も
総
出
し
立
ち
ま
サ
俗

ζ
れ
ら
は
、
従
開
け
議
申
ふ
と
う
つ
劇
に
よ
る
緩
環
緑
町
散
で
す
か
ら
、

l
i
i
l
i
j
i
l
l
j
i

一
し
ま
令
官
」
の
場
合
、
た
だ
ち
に
外
て
い
る
も
の
を
第
競
艇
と
い
い
ま
す
。
い
い
、
時
桜
町
子
移
問
問
機
的
基
本
と
な
品
部
俊
哉
状
に
対
し
、
保
存
的
に
油
田
需

め
ば
え
て
世
界
が
ん
仏
が
っ
て
い
き
ま
す
u

一
吋
門
的
問
予
備
は
必
務
あ
り
ま
せ
ん
。
部
品
棋
の
治
療
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
絞
り
ま
す
。
専
向
際
で
各
種
的
廃
絡
、
戦
し
、
構
殺
に
応
仁
子
J

品
加
を
行
う
か
滋

子
ど
も
か
ら
凶
闘
が
醸
せ
な
い
時
州
酬
で
大
一
簿
峠
慨
が
淡
く
移
在
し
た
場
合
、
織
が
あ
り
、
繰
終
的
盤
技
に
よ
A
V

て
治
療
斉
鎖
ま
れ
ん
は
内
服
薬
安
い
た
灯
台
一
、
開
局
か
や
品
略
的
滋
と
相
続
し
て
く
だ
さ
い
。

変
な
鯵
隠
で
す
が
、
義
本
的
な
算
措
謹
一
綴
や
峰
崎
棚
、
出
血
を
繰
り
哨
喝
し
、
校
法
令
後
い
分
け
る
事
も
火
様
で
す
。
そ
一
問
機
閣
や
内
線
約
療
淡
争
時
吋
づ
と
、

3

V

州
問
い
合
わ
せ

網
開
を
身
に
つ
け
amw
廿
る
ふ
〈
明
な
時
期

r
…
出
品
し
た
り
鯵
眠
時
的
奴
的
変
化
が
葬
可
の
た
め
に
も
邸
内
総
で
あ
る
閤
料
開
鞠
制
竹
内

3
4
5
で
一
目
的
状
態
に
戻
り
ま
ナ
e

寸噌，

T
2
2
3
2
3
3
f
i
p
o
+
S
3
3
3
3
3
4
8
1
1
4
1
3
8
1
2
i
t

紬
時
一
念
に
育
て
て
い
く
た
め
に
‘
も
う
綴
閥
燐
綴
関
翻
閥
繍
斜
関
関
関
闘
機
滋

…
療
、
母
相
械
、
父
胡
倒
的
役
務
り
を
み
つ
機
闘
関
繍
繍
繍
鱗
陥
燃
機
灘
繍
療
臨

め

な

お

し

て

み

ま

せ

ん

か

‘

保

健

セ

シ

タ

i
で
行
う
境
協
勝
以
7
月

総
数
災
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い

ご

利

尽

く

だ

さ

い

。

ガ

は

ぜ

ひ

お

後

紛

〈

だ

き

い

ロ

wv
持
品
世
品
時
子
帥
闘
由
服
4
T
岬
制
、
融
プ
ラ
シ
V
対
象
洛
内
在
住
の
部
品
同
M
M
K
の
女

〈
大
人
・
子
供
用
用
各
1
本
)
糊
問
診
議
(
嘉
数
(
日
叩
歳
以
上
向
方
は
問
問
時
に
成
人
病

摘
も
忘
れ
ず
に
ご
総
入
〈
だ
さ
い
}
檎
診
も
受
け
ら
れ
ま
す
〉

d

司
守
綴
6
叫M問
兇
緩
援
惨
幽
轟
何
問
機

V
申
し
込
み
斌
誇
予
約

韓
民
)
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す。
ア
フ
リ
カ
総
帥
剛
一
数
後
援
助
、
線
中

豪
雨
的
災
滋
数
援
活
動
、
数
議
出
燃
即
時

体
制
側
内
務
催
、
日
際
識
ル

1
ム
的
議
甲
車

な
ど
、
す
べ
て
の
事
裁
が
皆
さ
ん
の

事
関
蟻
種
融

罷
職
機
関
で

定
策
的
安
時
問
機
械
は
医
療
線
開
閥
で
受

け
て
く
官
事
い
。

を
お
、

M
M
R
{料
耕
一
一
一
綴
混
合
話
線

事
・
闘
叫
し
ん
ふ
相
た
ふ
く
か
ぜ
〉
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
制
服
多
発
登
さ
れ

る
方
誌
、
劇
作
問
問
の
よ
と
も
あ
り
ま
、
す

の
で
、
衆
一
瀦
際
線
機
醐
問
へ
ご
制
帽
絞
め
畿
、

脳
陣
療
機
附
闘
で
受
け
て
く
だ
普
い
。

各
予
防
接
後
的
災
稿
係
療
機
問
閣
は
、

憶
喪
メ
モ

腕
射
と
り
や
腰
骨
捕
で
緩
ん
明
、
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
e

血一一割は
m
閣
制
判
相
談
も
お

受
け
し
車
す
の
で
お
気
軽
に
ど
っ
ぞ
e

v時
間
午
後
1
時
却
分
か
ら
急
時

(
受
付
e

午
後

z時
か
ら
1
時
泊
分
〉

「
蹴
附
附
附
セ
ン
タ
i
的
ご
綴
駒
内
L

を
ご
覧

〈
だ
さ
い
a

柑
マ
叫
付
帯
母
子
抽
問
機
苧
線
、
出
印
鑑

V
費
用
就
学
的
制
ま

r無
料

お 麟
知 臨;
ら
せの

い
ら
い
ら
す
る
、
疲
れ
な
い
、
や
る

気
が
お
き
な
い
必
身
体
的
に
棋
士
載
し
で

も
異
常
は
な
い
が
、
ど
こ
ど
な
〈
す
っ

き
り
し
な
い
。

国
道
セ
ン
タ
i
で
は
、
そ
ん
寺
心
的

悩
み
を
持
っ
た
方
の
た
め
に
、
総
禅
街
中
市
寸
は
次
の
と
お
リ
獄
胤
を
行
い
ま

ル
点
機
淡
を
い
り
っ
て
い
ま
す
句
心
の
持
ち
す
め
で
、
み
な
き
ん
の
後
極
的
な
ご
綴

方
や
考
え
方
か
と
つ
で
ず
い
ぶ
ん
後
わ
カ
を
お
時
制
い
し
ま
す
。

る
も
の
で
す
e
Uと
り
で
悩
ま
な
い
で
、

w
v
a
時

5
R
M
M日
(
本
)
午
前
問
倉
時
油

然
較
に
ご
利
用
〈
村
九
各
い
a

分
か
ら
午
後
3
時
給
分
ま
で
(
渓
午
か
一

V
申
し
込
み
榊
地
税
制
予
約
。
日
時
金
お
ら
午
後
2
締

ま

で

休

懇

)

一

知
ら
せ
し
ま
す
。

V
崎
明
獄
中
市
役
所
家
倒
的
附
一

V
警

神

経

決

裂

主

義

季

遣

い

合

わ

せ

童

謡

一柏
市
総
2
5
5

念
〈
幻

)
1
2
5
5

マ
対
象
絞
殺
位
年
2
丹
生
ま
れ
〈
満
開

知
が
い
畠
ま
す
)

V
H
口時

5
R
8
n
(
火
)
受
付
午
淡
1

時
間
日
分
か
ら
2
時
日
分

V
棚
暗
所
我
開
時
子
前
線
総
セ
ン
タ
ー

V
持
参
母
子
然
液
晶
γ
帳
、
夜
、
品
開
γ

ラ
シ

V
対
象
総
務
外
科
的
な
心
絞
め
あ
る

問
問
品
購
来
滅
的
乳
幼
児
と
党
鐙

V
日
時
5
河
川
附
u
u
(
木
)
受
付
午
後
1

時
か
ら
Z
時

V
域
間
間
総
保
健
記
問

マ
内
容
続
前
恥
外
終
涯
に
よ
る
級
制
限
、

指
摘
特
‘
削
開
綾
城
耐
に
よ
る
終
綴
術
導

山v
持
品
世
母
子
総
織
や
州
戦
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円

U

鳴

く

撃

の

一

夜

を

な

き

つ

づ

け

主

義

代

一

怨

一
き
め
に
花
弁
的
精
神
ち
て
世
帯
惜
し
む
本
多
背
骨
久
子
…

わ
だ
か
ま
り
解
け
て
菩
や
か
い
本
的
等
閑
縄
問
時
国
ま
さ
一

み

ず

烏

一

土
手
ま
で
の
本
田
広
が
り
本
的
努
開
州
議
貴
久
子
一

見
晴
ら
し
に
ど
っ
と
庁
ス
湧
く
山
山
務
相
叫
税
関
八
す
子
一

t
E
E
F

サ
ン
ダ
ル
め
後
漁
お
に
花
火
綴
高
師
同
総
一

必
面
開

a副
一

選

産

汚

水

の

ゆ

た

か

務

タ

織

笠

釜

本

精

子

一

後
一
行
く
審
や
光
り
て
巡
っ
る
お
し
す
〈
縦
一
戸
む
め

ず
昭
市
彩
絵
や
沼
に
は
沼
の
嵐
あ
り
て
出
崎
線
…
一

一
谷
絞
め
絞
め
燃
は
流
れ
る
五
月
晴
嵐
到
日
こ
フ
…

一
染
会
合
的
煮
な
る
時
々
や
蓄
え
前
田
山
は
る
…

ず
沼
市
行
き
暮
れ
て
砂
丘
昨
日
米
て
的
総
か
な
組
問
繍
白
梅
↑

一

弘

警

主

主

臨

む

日

々

を

れ

ど

友

は

義

喜

一

一

太

に

諮

り

ぬ

奥

野

一

一

一

一

二

一
覧
牧
滋
丹
並
木
園
地
は
て
ぬ
八
綴
熊
楠
怖
に
添
は
れ
つ
つ
滋
一

-

本

号

後

へ

ぬ

綴

又

毅

枝

一

協
同
角
的
八
前
擦
の
礎
的
片
務
に
旅
に
も
ら
る
る
小
#
…

き

窃

小

山

山

礼

子

一

身
内
芯
を
灼
く
が
ご

p
fに
炎
む
ら
だ
っ
愛
情
あ
り
一

や

銭

円

湯

あ

み

す

終

上

出

鶴

子

一

制
間
学
班
震
に
映
さ
て
ゐ
る
庭
め
よ
い
い
付
税
寸
容
で
吹
く
…

北

嵐

き

む

し

染

谷

部

制

…

…

育
葱
出
慨
に
て
給
停
山
山
徽
ふ
殺
の
蕊
を
ニ
十
B
い
つ
く
一

し

み

て

田

植

と

な

り

ぬ

料

制

緩

孝

女

一

換
。
絞
め
食
事
的
総
括
す
は
テ
レ
ビ
に
て
お
終
日
婆
鐙
一

倹

し

み

な

が

ら

山

山

口

修

子

一

新
緑
町
璃
え
て
葬
ら
め
く
京
に
来
ぬ
官
官
き
自
夫
内
絞
…

地

な

り

に

し

陣

内

場

千

鶴

子

一

大
い
な
る
袋
田
町
埼
凍
れ
ど
も
務
た
て
滋
つ
る
ひ
と
一

所

為

り

輿

緩

衝

ん

鉱

…

六
ヶ
絡
は
務
の
ご
と
く
に
議
ぎ
去
り
て
窓
口
お
つ
き
一

ず

入

静

岡

的

日

々

笈

山

川

吉

郎

5. 1 (4) 
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V
学
習
場
一
前
期
閥
均
翁
潟
年
館

マ
学
盟
国
良
時

5
月
訪
日
〈
食
)
か
ら
相
時

月附
m
A
A
念
総
誌
で
、
年
間
口
鐙
総
耐
巧

午
的
削
問
時
か
ら
午
後
1
時
却
分
ま
で

V
応
募
焚
帥
暗
中
川
に
縄
問
山
閥
会
抽
地
区
お
よ

び
そ
の
鹿
沼
産
佳
的
関
級
以
上
的
方

〈閥均釦刊
5
年
5
月
1
呂
以
前
生
ま
れ
〉

マ
線
終
人
員
持
名
(
応
募
者
多
数
的

場
合
は
効
滋
〉

V
参
加
資

1
0
0
0
m門
〈
教
材
輸
中
再

資
制
用
は
刑
判
途
)

号
制
奇
心

vh句

V
申
し
込
み
ハ
ず
キ
に
住
所
、
氏
名

性
務
、
中
一
部
内
問
、
怒
滋
番
号
を
明
記

し‘

5
同
月
間
日
(
叫
問
印
符
効
〉
ま
で
に
我

孫
子
新
田
町
制
番
地
、
中
党
公
開
肉
付
附
「

と
ぷ
寺
中
級
係
」
へ

マ
問
い
合
わ
せ
中
山
党
公
民
館

岱〈的

mdos-5

一
人
よ
り
二
人
、
…
一
人
よ
り
一
一
一
入
、
三
ヰ
は
取
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
き
」
そ

そ
し
て
一
一
一
人
よ
り
大
勢
め
仲
間
が
緩
ま
う
い
う
人
た
ち
を
歓
迎
し
ま
す
。

れ
ば
、
総
品
加
と
必
も
は
ず
み
車
す
砂
世
V

噛
十
四
回
内
容
*
・
地
域
の
こ
と
を
知
ろ

端
捕
し
く
綴
守
合
え
る
仲
間
同
づ
く
り
と
、
う
*
い
つ
ま
で
も
法
々
し
く
い
る
た

共
に
つ
〈
り
あ
げ
、
学
ぶ
滋
が
を
一
分
か
め
に
象
綴
し
丸
山
学
、
燃
き
上
す
*

ち
A

甘

い

ま

せ

ん

か

。

楽

し

〈

暮

ら

す

知

感

*

そ

め

悠

り
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
務
総
〈
だ

B
R
C

い。な
お
、
山
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
補

選
と
な
り
ま
す
。

相
マ
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
ハ
#
ヴ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
後
絡
線
号
、

数
滋
名
を
明
一
山
仙
の
フ
え
古
戸
6
9
6
祭

地
、
術
開
抗
体
燃
線
内
教
育
委
員
全
体
育

護
官
〈
肝

)
1
1
5
5
へ

制
創
刊
拭
仁
川
控
訴
、
氏
名
、
窓
滋

義
勢
、
機
影
年
月
、
場
記
問
、
ひ

寧
商
僻
轍
瀞
捕
縛

交差是だよリ i主主をきんがつくる

ナーをす。線七日目は毎月13設〈必義人

1人1f芋でハ窓キi二繰ります。
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z vr 

お袋町後一諮問必定
z
-
2
2
2
豆一三===三一一切…
a
z
m
一一

舟
議
事
務
〈
ぼ
秒
、

マ
持
者
静
師
陣
三
ゅ
〈
布
絞
殺
仲
間
)

品
制
緩
一
部
一
銅
間

5
R
2
日
か
ら
初
日

掛
期
滞
必
台
分
館
、
布
佐
分
品
開
で
は
検
制

写
楽
‘
市
柳
叫
鳩
輸
相
的
措
枇
-
取
が
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
、
中
市
制
践
的
み
な
菩
ん
に
無

料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
州
刑
耐
附
は
1
か

月
。
機
一
不
ご
希
望
の
方
は
、
各
潟
市
憐
紬
附

に
お
然
絞
に
ど
相
相
談
〈
だ
さ
い
。

EE 
w
v
a
恕
*
ち
附
月
間
口
ω
(
本
」
、
従
ロ
μ
(
本
)

布
佐
分
輪
開
お
は
な
し
め
鋭
機
意
v
b
月

げ
門
口
(
本
)
市
民
会
館
議
4
4哨鱗制緩

V
時
判
例
午
後
4
時
か
ら
4
時
泊
分

訴事

験
的
こ
と
な
ど
の
後
報
交
換
で
盛
り
あ

が
品
。
ま
た
、
会
制
棚
〈
8
4判
2
ペ
ー

ジ
)
は
会
員
同
開
必
の
コ
ζ

三
一
ケ
i
シ

yJ紙
と
し
て
、
合
同
機
動
予
緩
や
会

営
事
れ
て
い
た
が
、
四
世
夜
で
は
mw
人
ほ

ど
の
金
に
成
後
ゆ
そ
こ
で
、
今
年
の
4

尽
か
ら
役
員
を
滋
践
し
、
A

管
制
問
を
つ
〈

リ
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

蜘
脱
滋
ふ
入
学
は
4
年
制
刷
町
大
学
で
‘
占
的

世
十
以
上
な
ら
だ
れ
で
も
入
学
で
き
‘
テ

レ
ピ
や
F
M般
滋
、
学
柄
桝
セ
ン
タ
ー
の

後
備
織
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
総
放
す
る
と

こ
ろ
。

i
附
胤
移
築
し
て
も
‘
他
的
一
碍
ゆ
棋

で
再
度
入
学
す
る
人
も
い
る
e

ー
入
学
す
る
の
は
餓
単
で
す
が
、
宮
中
議

す
る
の
は
難
し
い
ん
で
す
。
総
勢
な
が

ら
納
脳
級
し
て
い
る
人
も
多
く
、

4
t中川附

で
本
裁
で
怒
る
人
は
告
な
い
よ
う
で
す

ね
い
と
発
総
人
的
然
必
紘
一
援
き
ん
ロ

会
員
は
、
主
婦
や
食
品
孔
炎
、
公
務
員
、

会
役
を
退
職
し
た
入
な
ど
事
ま
が
ま
三

部
隊
も
M
M
殺
か
ら
付
開
設
ま
で
錨
広
く
、

平
均
年
鱗
は
錦
織
酬
で
あ
る
辱

会
的
活
動
は
‘
年
数
削
酬
の
会
合
と
会

組
刊
の
発
札
口
。
会
合
で
は
.
品
村
九
ん
会

y

こ
と
が
明
、
魯
な
い
伶
悶
と
室
接
請
し
が

で
き
る
た
め
、
絞
殺
の
内
一
等
や
綴
末
試

潟

北

台

分

館

H
泌
総
長
町

V
作
詩
岨
風
景
磁
-
u
o
瞥
3
点
、
刊
号

ー
ポ
パ
v
h
w識
不
一
肌
副
総
〔
つ
く
し
野
在
続
)

布

佼

分

館

l
油
絵
訪

V
仲
総
帥

ょ
う
と
燃
側
刊
側
部
M
M
拘
丹
に
総
成
さ
れ

た
の
が
「
放
送
大
学
あ
げ
で
同
校
友
余
い

で
あ
る
。
総
成
品
一
一
知
明
の
会
長
は
約
刊
入
。
人
賞

糊買や
A

般
国
制
間
も
な
く
、
有
総
だ
け
で
遼

Il'l?年均残念館で調書撃された

校友会の会合〈写真偽〉。

い苦置さまでに 5~主発行されている重量緩

(写E草壁語〉

動 綱場

撤瀧大学

議事びZ犠京金

し
ま
寸
G

波
線
、
出
口
動
車
、
申
刊
さ
鞠
は

戦
的
ソ
被
い
ま
せ
ん
。
聞
協
M
m
品
は
無
料
、

有
料
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

有
料
的
場
合
的
後
供
悩
憾
の
時
間
後
詰
官

隊
入
後
1
年
以
内
の
も
の
で
出
品
徴
的
5

剣
以
出
円
、
ふ
開
削
を
5
万
m
門
と
し
ま
す
白

v
mい
合
わ
廿
衛
隊
ゑ
議
録

輸
相
は
、
市
民
生
一
的
蕊
液
晶
民
生
活
係
で
、

電
議
で
党
け
付
け
て
い
ま
す
。

V
コ
ー
ナ
ー
税
調
m
上
A
W
泳
窓
絞
り
談

う
品
物
は
、
家
呉
、
台
所
附
刷
ω州
、
欲
的
孔

絞
ω
州
、
一
台
地
削
減
品
、
子
供
用
地
町
内
学
制
耐

用
品
、
J

対
戦
車
九
限
付
浄
器
む
)
な
ど
L

主

と
し
て
諮
問
問
機
段
場
内
総
久
摘
出
資
財
と

u
n
絞
り
ま
す
H

国v
夜
料
で
ヂ
ン
ン
グ
ル
ベ

y
ド
ヘ
上

田
地
雷
(
配
〕
2
9
4
4
v

wv
輯
料
で
命
令
本
務
(
サ
イ
ズ
1
8
9

x
m
W
H
，)
A

線
対
控
(
剖

)
2
1
6
5〉

V
申
し
込
み
係
閣
地
絡
先
へ
夜
接
電
認

し
て
く
だ
さ
い
@
な
い
料
、

3
iナ
i
掲



と

相
蝿
花
山
口
問
問
地
市
町
出
問
中
間
に
総
後
し
、
謀

本
総
公
邸
T
F
ま
で
が
線
総
新
開
由
同
治
会

話
灘
間
出
審
問
問
語
。
手
夜
明
憎
沿
い
に
は
、

本
悶
闘
が
肢
が
る
e

ニ
め
あ
た
り
は
、
総
戸
時
代
に
子
結

が
行
わ
れ
‘
新
た
に
本
田
が
で
最
た
と

、
}
ろ
か
ら
地
名
に
務
趨
の
各
が
品
目
く
e

予
骨
片
沼
と
の
問
問
わ
り
は
漆
く
‘
殺
、

沼
で
漁
を
し
て
主
計
を
立
て
て
い
た
時

-
m
ず
は
の
内

代
も
あ
る
。
自
治
会
的
じ
は
、
本
波
総

の
み
こ
k

交
命
を
祭
っ
た
水
一
神
社
が
あ
り
、
駒
場
内

仁
、
事
鈴
桜
町
、
一
王
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
る
大
う
な
軍
令
撚
っ
た
す
う
な
ぎ
倒
怖
い

が
立
っ
て
い
る
。

合
員
数
は
、

5
液
関
投
枇
巾
ω

ほ
と
ん

ど
が
畿
は
終
業
、
子
供
は
サ
ラ
リ
ー
?

ン
夕
、
ぃ
。
フ
ω

vr あ(5) 1990. 5. 1 

会
長
を
務
め
る
森
田
良
雄
き
ん
は
じ

め
、
山
間
会
的
会
員
の
方
々
が
掛
何
年
館
に

幾
ま
り
、
由
自
治
会
的
主
っ
す
交
際
か
せ

て
い
た
だ
も
た

ぬ
料
治
会
が
抱
え
る
附
州
総
同
川
、
ア
キ
街

公
安
門
時
総
会
内
幸
被
ぎ
る
幹
線
滋
ぬ

綴
戸
級
協
'
布
佐
下
線
的
関
川
端
に
と
も

な
い
、
交
官
閣
が
便
利
に
な
勺
た
反
一
曲
、

交
通
期
臓
が
検
式
市
中
か
ら
内
ア
キ
絞
め
設
な
る
か
ら
ね
。
鰐
と
か
な
ら
な
い
的
か

は
り
ぬ
舗
で
が
多
く
な
っ
た
u

そ
こ
で
、
会
ね
い
と
出
回
り
明
ゥ
て
い
る
ロ

E
H全
員
で
柑
組
織
寸
る
後
家
四
組
合
・
都
品
川
械
で
、
一
万
‘
地
帯
か
ら
の
伝
持
略
行
感
は
数
多

年
一
線
開
織
的
に
ア
キ
持
品
怖
い
歩
行
う
。
い
e

吋
l
R
M
U
Eに
は
絞
殺
殻
降
、
無

ぷ
品
目
、
カ
ン
姶
い
を
や
っ
た
ば
か
り
‘
約
怠
災
を
祈
る
お
び
し
ゃ
、
部
門
口
に
は
、

だ
炉
、
犬
舎
な
プ
ミ
袋
に
8
枇
慨
も
あ
っ
た
。
本
抽
押
げ
げ
し
や
と
い
っ
て
、
漁
で
と
っ
た

ニ
れ
を
や
ら
な
い
と
‘
闘
機
え
の
時
に
銭
的
供
養
を
す
る
ん
で
す
9

こ
れ
は
‘

ケ
カ
し
た
り
、
機
械
の
故
障
の
滋
削
酬
に
営
手
焚
氾
ぞ
淡
を
し
て
い
た
ご
み
の
名

残
り
w
~
な
い
と
会
闘
到
の
一
人
e

ま
た
、
安
灘
者
絞
っ
て
既
緩
め
緩
い

女
性
が
終
ま
る
待
道
器
摘
も
焚
け
叫
輔
が
れ
、

総
滋
舎
内
向
女
性
会
端
的
つ
な
が
り
を
概
略

め
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

謀
部
令
系
は
、
、
み
A
な
脅
か
ら
の

つ
き
A
n
い
ご
か
ら
、
ま
と
ま
り
の
白
M
B
3

U
H
後
務
で
す
よ
a

相
円
か
あ
っ
た
時
い
い
は
、

み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
ず
か
ら
ね
い

V
会
長
線
間
後
総
都
部
叫
制
限
1
1

7
岬
M

〈
鴎

}
0
1
4
7

め
?
、
，
r
訴
し
島
λ
饗
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国
男
の
遺
跡
脱
弘
陶
磁
橋
一
・
山
出
務
総
由
民

総
・
門
防
本
放
送
出
級
協
会
科
)
的
書
名

で
制
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ぷ
叫
代

化
へ
的
挑
戦
』
が
出
版
き
れ
た
時
、
話

線
い
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
e

そ
れ
は
潟
一
時
J
ずで

i
ス
内
発
然
e
と

い
わ
れ
ま
し
た
e
n
モ
i
え
の
発
見
H

と

最
近
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
宰
れ
た

ば
か
り
の
一
務
内
本
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
D

そ
の
本
は
、
Z
4
白
星
紅
絞
殺
船
出
臨

時総

MJar-cs
録
。
訴
事
議
混
と
い
う

本
で
す
。

mm
本
畿
で
は
句
騨
爾
際
問
沖

と
間
間
後
学
的
形
成
と
発
機
恥
と
で
も

お
品
目
け
ら
れ
る
べ
お
お

?
tょ一フか。

副
剛
腐
は
、
「
日
本
的
問
凶
器
凡
仲
間
と
そ
め
独

議
後
的
探
究
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

著
者
は
、
日
ナ
ル
ド
E

モ
i
ス
氏

二
ふ
ん
コ
一
八
1
)
で
す
召
縮
飾
品
悌
は
耐
抑
回

附
棚
田
均
的
名
作
で
あ
る

3
噂
野
物
緩
蜘

の
世
間
訳

4
4
S
Hお
曽
野
氏
吋

og零
い
え
ば
、
ふ
つ
う
動
物
学
殺
そ

l
ス
め

に
九
七
五
)
も
お
紙
し
て
い
ま
す
a

大
融
制
貝
塚
の
そ
抗
を
殺
し
ま
す
が
、
こ

今
回
聞
の
本
町
内
務
は
、
著
者
が
取
的
闘
の
場
合
は
織
た
布
伎
で
の
あ
る
発
凡
な

の
γ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
的
博
士
号
を
の
ぜ
宇
@
著
者
が
発
疑

t
た
も
の
は
布

…
九
七
間
四
年
に
得
た
時
的
論
文
で
す
。
総
・
竹
内
神
祇
に
あ
る
日
露
戦
争
者
鉛

そ
れ
が
十
六
部
ぶ
り
に
本
と
し
て
出
念
し
た
被
災
醜
で
し
た
a

そ
の
羽
碑
に

阿

州

各

れ

ま

し

た

司

は

、

「

醐

問

問

題

綾

ι
〈
幽
判
的
総
裁
}
の
名
が

実
は
蕃
殺
の
ニ
的
議
文
は
、
す
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

に
十
況
紘
崎
間
に
、
日
本
で
は
和
訳
さ
務
殺
は
、
こ
の
訟
ゑ
加
叫
に
つ
い
て
止

れ
て
『
近
代
化
へ
内
挑
戦
i
i柳
田
の
様
に
触
れ
て
い
ま
す
。

田
(
融
構
宮
崎

、
六
泊
目
オ
ー
ブ
ン
の
寸
患
の
博
物
館
ふ

今
月
間
摂
〈
日
〉
オ

i
プ
ン
す
る
吋
技
平
成
4
・
年
3
月
幻
自
ま
で
の
Z
尋
問
ー
で
‘
般
燃
で
も
数
少
な
い
燃
料
矧
専
門

四
時
手
術
劇
崎
的
博
物
館
い
紛
代
館
長
に
、
醐
揃
間
氏
は
、
昭
和
応
部
東
京
大
学
四
極
的
博
物
銭
円
胃
腸
管
内
い
あ
た
っ
て
、
偽

{
叫
町
〉
均
路
島
村
州
瞬
発
係
長
問
時
間
後
久
学
部
動
物
惨
税
務
。
幻
年
山
川
滋
魚
崎
綴
開
閉
類
学
の
線
級
、
祭
出
氏
の
帥
陣
後
紬
怖
が
也

氏
(
日
綾
〉
が
決
ま
り
、

4
月
6
日
夜
研
究
緩
に
入
所
し
間
年
総
務
究
所
副
刷
所

b
h樹
〈
副
賞
議
し
て
い
ま
し
た
。

党
引
所
で
大
井
高
官
民
か
ら
議
蹴
氏
に
袋
綴
授
都
品
開
閉
究
部
長
、
昨
年

3
Rに
所
経
に
就
任
に
あ
た
切
で
、
祭
器
館
後
は
、

状
が
苧
波
き
れ
ま
し
た
。
袋
綴
織
燃
は
就
任
ι

淡
殺
、
日
本
野
自
切
の
命
令
長
、
「
研
欄
九
泌
川
と
博
物
館
が
車
約
一
期
輸
と
な

同
国
漂
白
持
制
州
係
議
会
議
日
本
支
り
‘
鳥
へ
向
山
関
心
を
践
的
、
鳥
め
校
品
前

線
終
な
ど
を
努
め
、
日
本
を
と
人
倒
的
役
会
と
的
，
つ
な
智
役
々
と
し

代
表
す
る
為
鰍
然
発
て
の
俊
命
を
桑
し
た
い
」
と
一
誠
負
を
液

市
で
は
、
わ
が
国
で
h

閉
め
べ
ま
し
た
。

d

掛
実
鈴
重
か
ら
祭

ポ
を
愛
一
議
る
醐
棚

田由民〈お〉

雪
月
初
回
議
慾

式
典
だ
口
わ
れ
、

2

mか
め
一
笑
品
開
先
}

柄
引
る
我
同
開
予
湾
燃
の

簿
務
総

棚
刊
孫
予
の
由
同
然
と
ふ
れ
あ
い
、
線

的
大
明
B

丸
々
と
練
内
務
金
へ
の
務
総
を

深
め
ぜ
も
ら
お
う
と
、
中
市
で
は
「
み

ど
り
ふ
れ
あ
い
?
y
T
L
写
真
)
を

作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
y
ブ
は
、
昨
年
広
報
で
岬

，
闘
問
揺
は
、
日
終
戦
争
で
R

4

V

J

ア

か

ら

織

」

と

の

後

角

、

い

い

か

え

た

の

そ

す

ω

そ
れ
以
後
、
布
伎
を
議

内
総
後
絡
を
取
扱
う
法
令
的
作
成
に
従
れ
MM、
何
段
目
白
半
は
口
シ
ア
に
勝
て
た
れ
る
柳
田
研
究
議
は
、
必
ず
と
い
つ

ぶ
し
て
い
た
。
抑
制
後
ニ
の
一
件
で
口
シ
か
、
と
い
う
際
問
闘
に
得
田
は
枝
問
闘
し
て
て
よ
い
ほ
ど
、
こ
の
英
文
況
か
陣
を

ア
姦
t
w
か
ら
強
ア
ン
ナ
一
一
等
勲
識
が
紛
い
品
。
…
九
O
五
年
十
点
月
以
柳
聞
と
ほ
見
学
す
る
よ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
る
e

そ
告
は
マ
戦
後
の
日
掛
聞
か
数
人
的
達
認
で
指
伎
の
竹
内
神
叫
慨
に
こ
れ
が
、
岡
町
仲
間
学
に
お
け
る
。
そ

閥
的
湾
総
を
鱗
決
す
る
た
め
に
蜘
附
い
た
建
立
し
た
戦
争
記
念
碑
(
絞
級
総
務
之

l
ス
内
務
紙
&
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。

功
労
骨
総
め
し
ら
れ
れ
九
だ
め
で
あ
る
&
門
問
機
と
あ
る
)
に
は
、
わ
さ
わ
さ
英
党
約
一
一
O
年
近
く
約
に
、
議
文
記
か

ニ
内
戦
争
に
は
次
お
の
開
問
主
る
も
う
…
で
、
ム
ロ
玄
富
do母
乳
幸
司
円
芸
品
お
泌
総
碍
を
札
院
に
開
制
舟
し
た
著
者
品
、
今
成

つ
め
泌
総
が
あ
っ
た
a

そ
れ
は
人
殺
隙
。
語
句
部
隊
問
話
ω
弘
吉
凶
(
口
シ
ア
人
を
役
北
は
鱗
鶴
間
同
柳
田
同
開
圏
内
ゆ
か
り
サ
ミ
ソ

内
戦
い
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
せ
し
め
た
記
念
に
)
と
掛
ま
れ
て
い
る
喝
ト
が
我
孫
子
市
在
秘
的
間
際
寺
会
場
に

織
的
端
容
仇
る
こ
め
時
期
に
J
モ

ス

事

ヒ

向

ド

像

、

2
》

韓

関

》

融

替

の

章

作

を

記

し

た

著

書

ア

メ

際
総
認
鍛
冶
岬
爵
肇
理
器
削
眼
語
路
限
切
鴻
遇
税
櫨
謹
唄
役
柄
リ
カ
で
躍
し
た
の
で
す
。
こ
宗

治
以
議
務
総
滋
泌
総
校
潟
波
紋
綴
治
政
波
紋
務
総
抑
制
波
紋
鋭
的
議
録
滋
お
初
を
抑
鴨
川
綴
し
た
ダ
ン
ヂ
ス
…
霊
長
は
序

進

議

説

明

ぷ

喫

総

勺

思

議

接

接

ぷ

警

長

竪

句

史

要

警

護

対

中

入

で

「

モ

i
ス
地
主
が
棄
を
終
え

て
か
ら
は
、
加
排
出
研
究
に
大
き
な
発

ジ
ャ

i
ナ
リ
ス
ト
で
‘
か
欲
的
ア
ナ
ト
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
隣
簡
も
ま
た
詩
畿
は
な
か
っ
た
し
と
め
時
L
、
著
者
約

I
ル
P

フ
ラ
ン
ス
コ
八
四
回
S
一
九
議
戦
争
的
勝
利
判
長
ア
ナ
ト

i
ん
・
ワ
ラ
業
績
を
紫
綬
し
て
い
ま
す
σ

ニ
問
問
)
は
ち
吋
内
問
き
石
の
よ
に
で
氏
一
九
ン
ス
が
と
ら
え
た
丹
と
問
問
じ
制
時
点
で
と
や
州
側
、
著
者
か
ら
制
贈
ら
れ
た
本
に

一
一
際
)
に
お
い
て
こ
の
欄
間
滋
を
と
り
品
ら
え
て
い
た
、
と
み
な
し
う
る
一
つ
の
は
」
綱
間
関
潟
、
お
本
的
偉
大
な
脱

げ
て
い
る
。
臨
ん
線
制
知
的
な
素
材
を
級
い
、
誌
拠
で
あ
る
と
添
わ
れ
る
グ
細
川
家
の
…
入
へ
の
、
良
事
綿
一
終
幸
す

カ
ト
ワ
ヴ
ク
文
化
間
以
前
向
勝
ヨ

i
口
ゾ
ぞ
れ
ま
で
抱
一
応
で
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
す
め
る
努
力
の
会
て
心
感
謝
」
と
の

パ
必
要
素
を
え
ぐ
り
織
す
こ
と
に
努
め
き
れ
ず
、
航
採
で
は
全
〈
揺
ら
れ
て
い
談
辞
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
寸
み

た
こ
的
作
崎
思
い
つ
い
て
、
総
聞
は
務
総
な
か
っ
た
よ
的
英
文
緯
は
、
こ
の
護
者
泣
ン
グ
一
フ
チ
ュ
レ
イ
シ
ョ
ン

的
然
心
を
は
ら
っ
て
い
る
a
i
i
ニ
の
め
総
摘
に
よ
っ
て
、
関
本
町
柳
田
時
相
究
モ
i
ス
博
七
百

作
品
ウ
セ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
句
後
者
を
驚
か
せ
h

一
秘
話
回
閥
的
的
と
な
っ

び
か
け
て
寄
せ
ら
れ
た
、
持
に

隠
す
る
倦
織
を
参
考
に
作
ら
れ

た
も
的
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
小
臨
時

子
(
B
5
約
術
品
約
)
に
ま
と
め
ら

れ
、
繰
内
談
会
的
役
溺
‘
滋
市
内

丹
後
的
現
状
、
地
昨
協
刷
判
凡

i
F

7
y
ブ
、
織
的
効
織
を
カ
ラ
!

混
ぜ
燃
や
イ
ラ
ス
ト
合
後
い
、
わ

か
り
や
す
く
終
例
制
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
地
区
間
判
ル

i
ト
叩

ッ
ブ
は
、
市
内
を
4
地
区
に
分

け
、
地
内
閣
ふ
し
に
散
策
ん

i
ト
や

悶
凡
ど
こ
ろ
を
」
一
車
L
、
ポ
イ
ン
ト

止
な
る
と
こ
る
に
は
稼
滅
入
り
で
終

為
ち
ょ
唱
と
散
事
で
も
と
い
う
時

に
火
殺
餓
制
刊
で
す
。

ご
希
法
的
対
は
、
公
国
間
緑
滋
輯
陣
ぜ

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
制
判
附
哨
〈

だ
き
い
。

ど
り
1

馴
れ
あ
い
守
ツ
ブ
記
殉

之
の
凶
器
知
ろ
う

(
京
市
民
樹
容
ん
抗
議
}

を…ノ〈
と二議ルヂ
おのとが識
しフし、準
てエて rn告白
子主ス当時計，j"i 遣隊&・品‘回忌・

51355諮騎音濃路ブェスティバル
災)~ 11量百己フ
マユ{ま誉会:ヱ

均一;'.'-長ミ ミ領時 :5m2日(火)午線開防総演
のゑす (T'{ 場 所:翁民会館ホール(入場書華料)

ろ玄関:=警はftS2芸
合 、E助 、欠幸安露精し王安部高
わごんフ EI 1誌か犠し F騒い楽でき尋

常宇ご Z語講言語字毎暴禁超高
官械だまうP足 .11い、 諌重量、目ろ
ぷ .Jiさすイ 、本符今 宮還ま葺軍基 o う
でさ本い。バ綴都政や し町 i物爆と
ひ苦E ル主張でと大 て合や下す
L に 24もな災 各いま主 17る
1 向名?っ予 た関急術も
9 けの持て助 成ゃな断的

市
で
は
、
総
統
冷
肉
で
自
生
し
て

い
る
織
物
や
普
よ
く
見
卦
け
た
絞
殺

な
ど
屯
植
物
に
測
す
る
機
殺
を
募
曲
惜

し
て
い
ま
サ
。

ニ
れ
は
、
市
民
丹
後
患
ん
が
郷
土

に
愛
情
と
油
断
り
を
持
て
‘
。
ょ
う
、
州
総

か
な
由
民
件
問
符
絞
め
あ
る
ま
ち
ヴ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
も
の
で
、
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